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出願にあたっての個人情報の取り扱いについては、下記のとおりとします。

　本学が保有する個人情報は、「個人情報の保護に関する法律」ならびに「公立大学法人滋

賀県立大学個人情報の保護等に関する規程」等の関係法令に従って扱います。出願時に大学

が取得した氏名、住所その他の個人情報は、下記の目的以外には利用いたしません。

①入学者選抜（出願処理、受験票発送、試験実施、成績処理等）、合格通知、入学手続案内、

入学者選抜方法の調査・研究等の入試事務およびこれらに付随する業務

②合格者のみ、入学に伴う教務事務（学籍、修学指導等）、学生支援事務（健康管理、奨学

金申請、後援会等）、授業料等の収納事務およびこれらに付随する業務

　上記の事務処理の一部を外部に委託し、個人情報を受託業者に提供した場合は、関係法令

等により、個人情報の漏えい、滅失またはき損の防止、その他個人情報の適切な管理に必要

な措置に万全を期します。

［注意］

・問い合わせがあっても、本人以外には志願者の氏名・住所その他の個人情報は、一切

お知らせできません。

・駅、バス停、大学周辺で合否連絡・下宿案内等と称して個人情報を収集していること

があります。本学ではそのような行為は一切行っていないので注意してください。

※悪天候、災害、感染症のまん延など不測の事態により試験の実施が困難な場合は、本学の

ホームページ https ://www.usp .ac . jp　にて適宜お知らせしますので、ご留意ください。
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Ⅰ　工学研究科のアドミッションポリシーおよび入学者選抜方法

１．材料科学専攻（博士前期課程）

材料科学専攻は、２１世紀の高度化した工業技術の進展に貢献でき、地球環境に調和した

先端材料の研究と開発を目指します。無機材料から有機材料にわたる広範な素材に関する幅

広い知識と開発能力を有し、高度な材料技術開発にも対応できる人材を養成します。学問の

基礎と応用の理解、そして実践を重視し、エネルギーや環境に関わる新しい物質材料の可能

性について、基礎から応用にわたる多面的な教育研究を行い、“モノづくり”や新材料に興

味を持ち、自己の能力向上を目指す人材の育成を図ります。

１．求める学生像

① 材料科学に関する深い学識に裏打ちされた幅広い知識および視野を取得できる人（知

識・理解）

② 材料科学の分野において、社会にとって有意義な新規課題の研究に自らの手法を提案

して取り組み、国内および国際的に高水準の研究課題解決する能力を身につけること

ができる人（技術・技能、思考・判断）

③ 自身が手掛ける研究の学術的および工学的意義を説明できる人（興味・関心、思考・

判断）

④ 自身が手掛ける研究を科学的・論理的かつ説得的に説明する能力を身につける意欲が

ある人（技術・技能）

２．入学者選抜の基本方針

　材料科学専攻では、物質材料に関連する幅広い学問の基礎と応用の理解、そして実践を

重視します。物理化学、無機化学、有機化学、材料科学および英語の基礎的な学力を有し、

“ものづくり”や新材料に興味を持ち、自己の能力向上を目指す学生を選抜します。
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３．選抜方法

【一般選抜】

学力試験および面接の結果を総合して選考します。学力試験のうち英語以外の科目につ

いては本学で試験を行います（知識・理解、思考・判断）。英語については一般財団法人

国際ビジネスコミュニケーション協会の実施するTest of English for International 

Communication（TOEIC）の TOEIC Listening & Reading Test を利用します（技術・技能）。

面接では、材料科学の研究への意欲と研究を行うための論理的思考力を評価します（興味・関

心、思考・判断）。

【社会人特別選抜】 

社会的要請に応えて、企業および研究機関や教育機関等で活躍している現職の社会人に対

してリカレント教育の場を提供できるよう、一般選抜とは別に入学者の選抜を行います。材料

科学への興味・関心や研究成果を説明するための基本的な技術と技能が社会人生活の中で培

われているとみなし、面接の結果（興味・関心、知識・理解、思考・判断）および成績証明

書等の出願書類の内容（知識・理解、技術・技能）を総合して判定します。

【外国人留学生特別選抜】 

外国人を対象とし、一般選抜とは別に入学者の選抜を行います。学力試験および面接の結

果と出願書類の内容を総合して判定します。学力試験のうち英語以外については本学で試験を

行います（知識・理解、思考・判断）。英語については、一般財団法人国際ビジネスコミュニ

ケーション協会の実施するTest of English for International Communication（TOEIC）

の TOEIC Listening & Reading Test、または Educational Testing Service（ETS）

によるTest of English as a Foreign Language（TOEFL テスト）の TOEFL iBT テスト、

のいずれかを利用します（技術・技能）。

面接では、材料科学の研究への意欲、研究を行うための論理的思考力、日本語での専門的

な会話（コミュニケーション）の能力を評価します（興味・関心、思考・判断、技術・技能）。
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２．機械システム工学専攻（博士前期課程）

機械システム工学専攻においては、単に機械の構成要素の技術開発や組合せを論ずるので

はなく、機械全体を一つのシステムとして捉え、機械システム工学と他の工学分野との融合

を図りながら、新しい機械システムを構築して科学技術の創造ができる人材を養成します。

最近ではシステムの機能、効率に加えて、マンマシンインタフェース、環境調和を考慮でき

る能力も機械システムの技術者および研究者に必要とされています。そこで、技術開発研究

に必要な熱力学、流体力学、材料力学、機械力学などの基礎学力を基にして、これらの応用

に加えて、生産工学、制御工学、人間工学、環境工学などの応用について教育研究を行いま

す。以上のような教育研究目的を達成するために、“ものづくり”において多面的に物事を

観察し分析し考察できる、つぎのような学生を求めます。

１．求める学生像

① 機械システム工学分野や他の工学分野の幅広い知識および視野を身につけるための

機械システム工学の基礎的な知識と技術を備えている人（知識・理解、技術・技能）

② 機械システム工学分野で社会に寄与する研究課題を見出し、必要な知識を獲得して、

自らの力で課題を解決するために、機械システム工学の分野に興味を持ち、研究を遂

行し科学技術を創造しようとする意欲と実行力のある人（技術・技能、思考・判断、

興味・関心）

③ 自ら行った研究の成果を纏め、発表・議論して、研究を発展させる能力を身につける

ために必要な思考力および判断力、日本語および英語の理解力と表現力を備えている

人（知識・理解、技術・技能、思考・判断）

２．入学者選抜の基本方針

　機械システム工学専攻の選抜においては、大学の学部における教育課程で修得した機

械システム工学の基礎知識（知識・理解、技術・技能）を重視します。さらに、機械シ

ステム工学の基礎知識を学ぶ中で培われた思考力・判断力、興味・関心についても評価

します。このため、 一般選抜、社会人特別選抜および外国人留学生特別選抜を実施し、

それぞれにおいて、下記のように学力試験、面接および提出書類による書類審査を実施

します。
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３．選抜方法

【一般選抜】

学力試験および面接の結果を総合して選考します。このうち学力試験では機械システム

工学の基礎知識（知識・理解、技術・技能）を重視します。英語（技術・技能）について

は一般財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会の実施する Test of English for 

International Communication（TOEIC）の TOEIC Listening & Reading Test を利用

します。面接では機械システム工学への興味・関心および思考力と判断力を重視します。 

【社会人特別選抜】

社会的要請に応えて、企業および各種の研究機関、教育機関等で活躍している現職の社会

人に対してリカレント教育の場を提供できるよう、一般選抜とは別に入学者の選抜を行います。

面接および出願書類による書類審査の結果を総合して選考します。このうち面接では機械シス

テム工学の基礎知識（知識・理解、技術・技能）に関する口頭試問を含み、機械システム工学

への興味・関心および思考力と判断力を重視します。成績証明書等の出願書類による書類審

査では機械システム工学の基礎知識（技術・技能）の修得状況を重視します。

【外国人留学生特別選抜】

外国人を対象とし、一般選抜とは別に入学者の選抜を行います。学力試験および面接の結

果と出願書類の内容を総合して選考します。このうち学力試験では機械システム工学の基礎知

識（知識・理解）を重視します。英語（技術・技能）については、一般財団法人国際ビジネス

コミュニケーション協会の実施するTest of English for International Communication

（TOEIC）の TOEIC Listening & Reading Test、または Educational Testing Service

（ETS）の実施するTest of English as a Foreign Language（TOEFL テスト）の TOEFL 

iBT テスト、のいずれかを利用します。面接では機械システム工学への興味・関心および思考

力と判断力を重視します。
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３．電子システム工学専攻（博士前期課程）

電子システム工学専攻では、電気・電子・情報システムの観点から、将来の最先端の科学

技術に創造的な役割を果たすことができる有為の人材を養成します。そのために、次のよう

な人を求めています。

１．求める学生像

① 幅広い基礎知識を元に高度な専門知識を習得する素養を有する人（知識・理解、技術・

技能）

② 顕在化している多岐にわたる環境問題の解決に必要なチャレンジ精神と行動力を有

する人（興味・関心）

③ 持続可能な開発につながる機能的電子システムの創成に向けた思考力を有する人（思

考・判断）

２．入学者選抜の基本方針

　電子システム工学専攻は ､ ものづくりにおいて ､ 人と自然環境に調和した新しい科学

技術の創造を目指し、本専攻と関連がある各種工学分野の発展に寄与し得る技術者、お

よび社会の多様な方面において高度で専門的な知識を必要とする業務等に従事する人材

の養成を目的としています。そのために、幅広い基礎知識として、電磁気学、電気回路、

電子回路、半導体 ･ 物性、コンピュータハードウェア、コンピュータソフトウェアの基

礎専門分野に関する学力、工業数学の基礎学力、英語による基礎的なコミュニケーショ

ン能力 ､ および自己表現能力を有する学生を選抜します。また、顕在化している環境問

題に対して旺盛なチャレンジ精神と行動力を有し、持続可能な開発につながる機能的電

子システムの創成に向けて、専門領域における問題を設定して解決するための思考力を

有する学生を選抜します。
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３．選抜方法

【一般選抜】

学力試験および面接の結果を総合して選考します。このうち学力試験は、基礎専門

分野に関する学力（知識・理解）、および工業数学の基礎学力についての試験を本学で

行い、英語による基礎的なコミュニケーション能力、および自己表現能力（技術・技

能）については、一般財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会の実施する Test 

of English for International Communication（TOEIC） の TOEIC Listening & 

Reading Test を利用します。面接では、環境問題に対するチャレンジ精神（興味・関心）、

および持続可能な開発につながる機能的電子システムの創成に向けた思考力（思考・判

断）を評価します。

【社会人特別選抜】

社会的要請に応えて、企業および各種の研究機関、教育機関等で活躍している現職の

社会人に対してリカレント教育の場を提供できるよう、一般選抜とは別に入学者の選抜

を行います。面接（口頭試問を含む）の結果および成績証明書等の出願書類の内容を総

合して判定します（知識・理解、技術・技能）。面接では、環境問題に対するチャレンジ

精神（興味・関心）、および持続可能な開発につながる機能的電子システムの創成に向け

た思考力（思考・判断）を評価します。

【外国人留学生特別選抜】

外国人を対象とし、一般選抜とは別に入学者の選抜を行います。学力試験および面

接の結果と出願書類の内容を総合して判定します。このうち学力試験は、基礎専門分

野に関する学力（知識・理解）、および工業数学の基礎学力についての試験を本学で

行い、英語による基礎的なコミュニケーション能力 ､ および自己表現能力（技術・技

能）については、一般財団法人国際ビジネスコミュニケーション協会の実施する Test of 

English for International Communication（TOEIC Listening & Reading Test）、ま

た は Educational Testing Service（ETS） に よ る Test of English as a Foreign 

Language（TOEFL テスト）の TOEFL iBT テスト、のいずれかを利用します。面接では、

環境問題に対するチャレンジ精神（興味・関心）、および持続可能な開発につながる機能

的電子システムの創成に向けた思考力（思考・判断）を評価します。
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Ⅱ　入学者の選抜種別

　　令和８年度滋賀県立大学大学院工学研究科博士前期課程の入学者の選抜は、｢ 一般選 

抜 ｣ のほか、｢ 社会人特別選抜 ｣ および ｢ 外国人留学生特別選抜 ｣ の区分で行います。

　　社会人特別選抜は、社会的要請に応えて、企業および各種の研究機関、教育機関等で

活躍している現職の社会人に対してリカレント教育の場を提供できるよう、一般選抜と

は別に入学者の選抜を行うものです。

　　外国人留学生特別選抜は、外国人を対象とし、一般選抜とは別に入学者の選抜を行う

ものです。

一般選抜

１．専攻別募集人員                                                         

専　　　攻 部　　　 門 募集人員

材料科学専攻
無機材料部門

有機材料部門
18 人※

機械システム工学専攻 機械システム工学部門 18 人※

電子システム工学専攻

電子工学部門

電子応用部門

情報部門

18 人※

※募集人員には、学力試験免除者を含みます。

２．出願資格

(1) 学校教育法 ( 昭和 22 年法律第 26 号 ) 第 83 条に規定する大学を卒業した者および令

和８年３月卒業見込みの者

（2）学校教育法第 104 条第７項の規定により学士の学位を授与された者および令和８年

３月までに授与される見込みの者

(3) 外国において、学校教育における 16 年の課程を修了した者および令和８年３月修了

見込みの者

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより、

当該外国の学校教育における 16 年の課程を修了した者および令和８年３月修了見込み

の者

(5) わが国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16

年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制

度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が指定するものの当該課

程を修了した者

(6) 専修学校の専門課程（修学年限が４年以上であること、その他の文部科学大臣が定

める基準を満たすものに限る）で文部科学大臣が指定するものを文部科学大臣が定め
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る日以後に修了した者

(7) 文部科学大臣の指定した者 ( 昭和 28 年２月７日文部省告示第５号 )

(8) 令和８年３月をもって大学に３年以上在学し、所定の単位を優れた成績をもって修

得する見込みのある者 

(9) 本研究科において ､ 個別の入学資格審査により ､ 大学を卒業した者と同等以上の学

力があると認められた者で ､ 令和８年３月 31 日までに 22 歳に達する者

 ( 注 1)　出願資格において、「見込み」で入学試験を受験し合格した者が令和８年３月 31日ま

でに「見込み」とした要件を満たさない場合は、入学を許可しません。

 ( 注 2)　出願資格 (8)または (9)で出願する者には、出願資格の事前審査を行います。出願に

先立って次の書類を提出してください。

提出書類 ： ①出願資格認定申請書 ( 任意様式 )

 ②最終出身学校の卒業証明書または在学証明書 ( 入学年月日が記入され

ているもの )

 ③学業成績証明書

 ④履修の手引き ( 授業内容のわかるもの )

提出期間等： 提出期間　令和７年６月２日 ( 月 ) ～６月６日 ( 金 )（必着）

	 	提出場所　滋賀県立大学事務局教務課入試室

※ 持参による受付時間は午前９時から午前 11 時 30 分および午後０時 30 分から午

後５時までとします。

※ 事前審査の結果は、令和７年６月 30 日 ( 月 ) までに本人あてに通知します。認

定された者は、所定の期間内に出願手続きをしてください。

※ 出願資格 (8) により入学した場合、当人の学部学生としての学籍上の身分は ､ 退

学となり、大学の学部卒業を要件と定めている種々の国家試験等の受験資格を

失うことになるので注意してください。

３．選抜方法および試験日程等

学力試験および面接の結果を総合して選考します。

　３－１．学力試験（英語）

　学力試験（英語）は令和５年（2023 年）４月以降に受験した、TOEIC 公開テストま

たは TOEIC-IP テスト（Test of English for International Communication –

Institutional Program：本学を会場として本学学生向けに実施している TOEIC は、

この TOEIC-IP テストです）の TOEIC Listening & Reading Test のスコアを、次

のように換算した値を得点とします。

１）TOEIC のスコアが 730 点以上の場合、得点を満点とします。

２）TOEIC のスコアが 221 点から 729 点の間の場合、スコアから 220 点を引いた値を

100 点を満点とする得点に換算します。

３）TOEIC のスコアが 220 点以下の場合、得点を零点とします。

　　出願時に、TOEIC 公開テストの公式認定証（Official Score Certificate）また

は TOEIC-IP テストの個人成績表（Score Report）のコピーを提出した場合には、試

験当日に原本を提出してください。提出しなかった場合は学力試験（英語）の得点を
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零点とします。なお、公式認定証または個人成績表の原本は、試験当日に返却します。

（デジタル公式認定証を提出している場合には、原本の持参は不要です。）

　　また、出願期間に提出した公式認定証や個人成績表を、出願期間終了後に差し替

えることはできません。

３－２．英語以外の学力試験、および面接        

令和７年８月 22 日 ( 金 )

試験場：滋賀県立大学

専　　攻 試験科目 時   間 出   題   範   囲

材料科学専攻 基礎科目 9:00～11:00

(1) 物理化学

原子の構造、熱力学、化学平衡、反応速度論、

簡単な系の統計力学

(2) 無機化学

酸・塩基、酸化・還元、無機固体の結晶構

造と電子構造、合金の熱力学と平衡状態図、

固体における結合、配位子場、混成軌道と

分子の形状

(3) 有機化学

立体化学、反応と合成、アルケン、アルキン、

ハロゲン化アルキル、芳香族、アルコール、

アミン、カルボニル化合物、有機化合物の構

造決定（MS, NMR, IR, UV-vis）

面　　接 13:30～ 材料科学に関すること。

専　　攻 試験科目 時   間 出    題    範    囲

機械システム

工 学 専 攻

数　　学 11:00 ～ 12:30
微積分、線形代数、微分方程式、複素解析、フー

リエ解析

専門科目 13:30 ～ 15:30

(1) 材料力学

応力とひずみ、引張と圧縮、熱応力、軸の

ねじり、はりの曲げ、座屈、不静定問題、組

合せ応力、エネルギー法

(2) 機械力学

１自由度系の自由・強制振動、振動の伝達と

絶縁、多自由度系の自由・強制振動

(3) 流体力学

静止流体の力学、連続の式と運動方程式、

ベルヌーイの定理、運動量の法則、管路内

の流れ、物体周りの流れ

(4) 熱力学

熱力学第１法則および第２法則、理想気体、

ガスサイクル、蒸気サイクル、冷凍・空調

面　　接 16:00 ～ 機械システム工学に関すること。
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専　　攻 試験科目 時   間 出    題    範    囲

電子システム

工 学 専 攻

数　　学 11:00 ～ 12:30
微積分、線形代数、微分方程式、複素解析、フー

リエ解析

専門科目 13:30 ～ 15:30

次の分野から各１問、合計６問出題し、そのう

ち３問を解答する

(1) 電磁気学

静電場、静磁場、電磁誘導、変位電流、マク

スウェルの方程式

(2) 電気回路

正弦波交流、回路方程式、三相交流、過渡応答、

２端子対回路、伝送線路

(3) 電子回路

増幅回路、発振回路、変復調回路

(4) 半導体・物性

半導体結晶と電気伝導、電子のエネルギー分

布、エネルギー帯とキャリアの運動、真性半

導体、不純物半導体、ｐｎ接合

(5) コンピュータハードウェア

論理回路・論理関数、組合せ回路、順序回路、

演算回路

(6) コンピュータソフトウェア

データ構造、アルゴリズム、ソフトウェア、

プログラミング

面　　接 16:00 ～ 電子システム工学に関すること。

３－３．面接試験（学力試験免除者）

　滋賀県立大学工学部４回生以上の在籍者で、次の（１）および（２）の両方に該当し、

かつ成績優秀と専攻が認めた者には、一般選抜の「学力試験」を免除とし、「面接試験」

のみを課します。

（１）出願資格（７頁）の (1) のうち、令和８年３月に卒業見込みである者。

（２）本研究科博士前期課程を専願する者。（合格した場合に入学を確約できる者）

　　

								試験日：令和７年８月 22 日 ( 金 )

								試験場：滋賀県立大学

専　　攻 試験科目 時   間 備　　　　　　　考

材料科学専攻 面      接 15:30 ～ 17：00  材料科学に関すること

機械システム
工 学 専 攻

面      接  9:00 ～ 10:30  機械システム工学に関すること

電子システム
工 学 専 攻

面      接  9:00 ～ 10:30  電子システム工学に関すること
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４．出願書類等

出願に必要な書類 作　　　成　　　方　　　法

Ａ票 入 学 志 願 票 一般選抜欄に○印を記入すること。

学 業 成 績 証 明 書
出身大学（出身学校）所定のもの

［ただし、本学を令和８年３月に卒業見込みの者は提出不要］

卒業(修了)証明書または

卒業(修了)見込み証明書
出身大学(出身学校)所定のもの

学位授与証明書または学

位授与申請に係る証明書

出願資格(2)の出願者は、上記卒業証明書に代えて提出する

こと。

TOEICの成績証明書

※ TOEIC の成績証明書は、

コピーを提出し、試験当日に

原本を持参すること。

令和５年（20 2 3年）4月以降に受験した、TO E I C公開テス

トの公式認定証*1（Offi c i a l  S c o r e  C e r t i f i c a t e）ま

たはデジタル公式認定証*2（Di g i t a l  O f f i c i a l  S c o r e 

Certificate）、もしくはTOEIC-IPテストの個人成績表*1

（Score Report）のコピー。出願期間終了後に差し替える

ことはできません。

*1: 試験当日に原本を提出してください。原本は試験当日に返却します。

*2: 試験当日の原本の持参は不要です。

学力試験免除者は提出不要

Ｃ票 住 所 票 合否の通知書等送付先の住所を記入すること。

Ｄ票 受 験 票 ﾀﾃ４㎝、ﾖｺ３㎝の写真(正面上半身無帽、背景なし､出願前３
か月以内に撮影したもの) を写真貼付欄に貼付すること(受
験票と写真票に貼り付ける写真は、同一であること。)Ｅ票 写 真 票

Ｆ票
入学検定料振込

確認票

所定欄に収納印を受けた「入学検定料振込金受領証明書」を

貼付すること。

Ｇ票 受験票返送用封筒
受験票返送先の住所、氏名、郵便番号を明記し、普通郵便分

の切手を貼付すること。

Ｈ票 出願書類提出用封筒
｢出願区分｣欄の｢１.一般選抜｣に○印を付け､｢志望研究科専

攻｣欄､｢志願者｣欄に必要事項を記入すること。

入学検定料　３０，０００円

・  入学検定料は本学所定の｢入学検定料振込依頼書｣により、令和７年６月23日(月)～

７月４日(金)の期間に、指定の金融機関に振り込んでください。

　なお、ＡＴＭ（現金自動預け払い機）は利用できません。

・  振り込み後、「入学検定料振込金受取書」および「入学検定料振込金受領証明書」

を受け取り、収納印があることを確認してください。なお、収納印を受けた「入学

検定料振込金受領証明書」は入学検定料振込確認票の所定欄に貼付してください。

（注）Ａ票 , Ｃ票～Ｈ票および ｢ 入学検定料振込用紙等 ｣ の各書類は、本冊子に添付されています。
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５．出願手続

　(1)	受付期間　令和７年６月 30 日 ( 月 ) ～７月４日 ( 金 )（必着）

出願にあたっては出願書類提出用封筒 [ Ｈ票 ] を用い、郵送または直接

持参してください。

なお、郵送による場合は必ず「書留速達」扱いとし、受付期間最終日必

着とします。また、持参による受付時間は午前９時から午前 11 時 30 分お

よび午後０時 30 分から午後５時までとします。

　(2)	願書提出先		〒 522-8533	滋賀県彦根市八坂町２５００

　　滋賀県立大学　教務課入試室　℡ 0749-28-8217・8243

６．合格発表　　令和７年８月 29 日 ( 金 )　午前９時

大学のホームページ（https://www.usp.ac.jp）に合格者の受験番号を

掲示するとともに、合格者に合格通知書を送付します。（発表後 10 日以内

に送付します。）

なお、電話等による合否の問い合わせには応じません。

７．注意事項

(1)　一度受付をした出願書類（TOEIC 成績証明書の原本を除く）および入学検定料は ､

理由のいかんを問わず返還しません。

(2)　入学志願票に記載した氏名と学業成績証明書等の氏名と異なる場合は、氏名を変更

したことを証明する書類を出願書類とともに提出してください。

(3)　出願期間を過ぎて到着したものは受け付けません。郵送の場合は所要日数を十分に

考慮して発送してください。

(4)　入学を許可した後であっても ､ 出願書類の記載と相違する事実が発見された場合に

は、入学を取り消すことがあります。

(5)　出願受付後には出願事項の変更を認めません。ただし、氏名、住所、電話番号に変

更があった場合には、下記「問い合わせ先」まで連絡してください。

(6)　受験者は受験票を持参し、試験開始 20 分前までに試験室に集合してください。試

験開始後は、30 分以内の遅刻に限り受験を認めますが、試験時間の延長は行いません。

(7)　心身に障がい等がある入学志願者には、受験上および修学上の配慮を必要とするこ

とがあります。令和７年６月 20 日 ( 金 ) 午後５時までに教務課入試室に相談してく

ださい。

(8)　不明な点は、下記まで問い合わせてください。

《問い合わせ先》

〒 522-8533　滋賀県彦根市八坂町２５００

滋賀県立大学　教務課入試室

TEL 0749-28-8217・8243
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社会人特別選抜

　

１．専攻別募集人員 

２．出願資格

　　　一般選抜の出願資格 ( ７頁参照 ) があり、入学時において企業または研究機関、

教育機関に２年以上在職している者で、入学後もその身分を有する者

　

３．選抜方法および試験日程等

　　(1)	選抜方法

　　　　面接（口頭試問を含む）の結果および成績証明書等の出願書類の内容を総合して判

定します。

　　(2)	試験日程

								試験日：令和７年８月 22 日 ( 金 )

								試験場：滋賀県立大学

専　　攻 試験科目 時   間 備　　　　　　　考

材料科学専攻
面      接

( 口頭試問を含む )
15:30 ～  材料科学に関すること

機械システム
工 学 専 攻

面      接

( 口頭試問を含む )
9:00 ～  機械システム工学に関すること

電子システム
工 学 専 攻

面      接

( 口頭試問を含む )
9:00 ～  電子システム工学に関すること

専　　　攻 部　　　 門 募集人員

材料科学専攻
無機材料部門

有機材料部門
若干名

機械システム工学専攻 機械システム工学部門 若干名

電子システム工学専攻

電子工学部門

電子応用部門

情報部門

若干名
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４．出願書類等

出願に必要な書類 作　　　成　　　方　　　法

Ａ票 入 学 志 願 票 社会人特別選抜欄に○印を記入すること。

Ｂ１票 研 究 志 望 調 書 本学所定の用紙を使用すること。

Ｂ２票 出 願 承 認 書 本学所定の用紙を使用し、所属長が作成したもの

学 業 成 績 証 明 書 出身大学（出身学校）所定のもの

卒 業 ( 修 了 ) 証 明 書 出身大学(出身学校)所定のもの

学 位 授 与 証 明 書
一般選抜の出願資格(2)の出願者は､上記卒業証明書に代え

て提出すること。

Ｃ票 住 所 票 合否の通知書等送付先の住所を記入すること。

Ｄ票 受 験 票 タテ４㎝、ヨコ３㎝の写真（正面上半身無帽、背景なし､
出願前３か月以内に撮影したもの）を写真貼付欄に貼付す
ること（受験票と写真票に張り付ける写真は同一であるこ
と。）Ｅ票 写 真 票

Ｆ票
入学検定料振込

確認票

所定欄に収納印を受けた「入学検定料振込金受領証明書」

を貼付すること。

Ｇ票 受験票返送用封筒
受験票返送先の住所、氏名、郵便番号を明記し、普通郵便

分の切手を貼付すること。

Ｈ票 出願書類提出用封筒
｢出願区分｣欄の｢２.社会人特別選抜｣に○印を付け､｢志望

研究科専攻｣欄､｢志願者｣欄に必要事項を記入すること。

入学検定料　３０，０００円

・  入学検定料は本学所定の｢入学検定料振込依頼書｣により、令和７年６月23日(月)～

７月４日(金)の期間に、指定の金融機関に振り込んでください。

　なお、ＡＴＭ（現金自動預け払い機）は利用できません。

・  振り込み後、「入学検定料振込金受取書」および「入学検定料振込金受領証明書」

を受け取り、収納印があることを確認してください。なお、収納印を受けた「入学

検定料振込金受領証明書」は、入学検定料振込確認票の所定欄に貼付してくださ

い。

（注）Ａ票～Ｈ票および ｢ 入学検定料振込用紙等 ｣ の各書類は、本冊子に添付されています。
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５．出願手続

  　(1)	受付期間　	令和７年６月 30 日 ( 月 ) ～７月４日 ( 金 )	（必着）

      　　　　　　 出願にあたっては出願書類提出用封筒 [ Ｈ票 ] を用い、郵送または直

接持参してください。

　　　　　　　　　  なお、郵送による場合は必ず「書留速達」扱いとし、受付期間最終

日必着とします。また、持参による受付時間は午前９時から午前 11 時

30 分および午後０時 30 分から午後５時までとします。

  　(2) 願書提出先  〒 522-8533	滋賀県彦根市八坂町２５００

																		　滋賀県立大学　教務課入試室　℡ 0749-28-8217・8243

６．合格発表　　  令和７年８月 29 日 ( 金 )　午前９時

    　　　　　　　大学のホームページ（https://w w w.usp.ac.jp）に合格者の受験番号を

掲示するとともに、合格者に合格通知書を送付します。（発表後 10 日以内

に送付します。）

なお、電話等による合否の問い合わせには応じません。

７．その他　　　　 ｢ 注意事項 ｣、｢ 問い合わせ先 ｣ 等については、｢ 一般選抜 ｣ の項 (12 頁 )

を参照してください。
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外国人留学生特別選抜

　１. 専攻別募集人員	

専　　　　　攻 部　　　　　　　　門 募集人員

材 料 科 学 専 攻
無機材料部門

有機材料部門
若干名

機械システム工学専攻 機械システム工学部門 若干名

電子システム工学専攻

電子工学部門

電子応用部門

情報部門

若干名

２．出願資格

次の (1)､(2)､(3) の要件をすべて満たしている者

(1) 日本国籍を有しない者で、次の各号のいずれかに該当する者

①  外国において、学校教育における 16 年の課程を修了した者および令和 8 年 3 月

に修了見込みの者

②  本研究科において、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認められた者

(2) 在留資格が ｢ 留学 ｣ である者、または入学時に ｢ 留学 ｣ を取得できる見込みのある者

(3) 日本語が理解できる者

（注 1）		 出願資格 (1) の②で出願する者には ､ 出願資格の事前審査を行います。出願に先立って

次の書類を提出してください。

提出書類：①出願資格認定申請書（任意様式）

② 最終出身学校の卒業証明書または在学証明書（入学年月日が記入されているも

の）

③最終出身学校の学業成績証明書

④最終出身学校の履修の手引き（授業内容のわかるもの）

提出期間等：提出期間　令和７年６月９日 ( 月 ) ～６月 13 日 ( 金 )（必着）

提出場所　滋賀県立大学　教務課入試室

※  持参による受付時間は午前９時から午前 11 時 30 分および午後０時 30 分

から午後５時までとします。

※  審査の結果は、令和７年６月 30日 (月 )までに本人あてに通知しますので、認

定された者は、所定の期間内に出願手続きをしてください。

（注 2）  出願資格 (2) で入学時に在留資格の ｢ 留学 ｣ を取得できない場合は、入学を許可されな

いことがあります。
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　３．選抜方法および試験日程等

学力試験および面接の結果と出願書類の内容を総合して判定します。

　３－１．学力試験（英語）

学力試験（英語）は、令和５年（2023 年）４月以降に受験した、TOEIC 公開テスト

または TOEIC-IP テスト（Test of English for International Communication - 

Institutional Program：本学を会場として、本学学生向けに実施している TOEIC は、

この TOEIC-IP テストです）の TOEIC Listening & Reading Test、TOEFL iBT テス

トのいずれかのスコアを、次のように換算した値を得点とします。

１）TOEICの場合

①スコアが730点以上の場合、得点を満点とします。

②スコアが221点から729点の間の場合、スコアから220点を引いた値を100点を

満点とする得点に換算します。

③スコアが220点以下の場合、得点を零点とします。

２）TOEFL iBTの場合

①スコアが80点以上の場合、得点を満点とします。

②スコアが26点から79点の間の場合、スコアから25点を引いた値を100点を満点

とする得点に換算します。

③スコアが25点以下の場合、得点を零点とします。

TOEIC 公開テストまたは TOEIC-IP テストを利用する場合は、試験当日に、TOEIC 公開

テストの公式認定証（Official Score Certificate）または TOEIC-IP テストの個人

成績表（Score Report）の原本を、TOEFL iBT を利用する場合は、公式スコアレポート

（Official Score Reports）の原本を提出してください。これらの原本を提出しなかっ

た場合は学力試験（英語）の得点を零点とします。

なお、提出された公式認定証または個人成績表、あるいは TOEFL iBT の公式スコアレ

ポートの原本は、試験当日返却します。TOEIC 公開テストのデジタル公式認定証を提出

している場合には、原本の持参は不要です。

また、出願期間に提出した TOEIC の公式認定証または個人成績表、あるいは TOEFL 

iBT の公式スコアレポートを、出願期間終了後に差し替えることはできません。
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　３－２．英語以外の学力試験、および面接

        試験日：令和７年８月 22 日 ( 金 )

        試験場：滋賀県立大学

専　　攻 試験科目 時   間 出    題    範    囲

材料科学専攻

基礎科目 ９:00 ～ 11:00

(1) 物理化学

  原子の構造、熱力学、化学平衡、反応速度論、

簡単な系の統計力学

(2) 無機化学

  酸・塩基、酸化・還元、無機固体の結晶構造

と電子構造、合金の熱力学と平衡状態図、固

体における結合、配位子場、混成軌道と分子

の形状

(3) 有機化学

  立体化学、反応と合成、アルケン、アルキン、

ハロゲン化アルキル、芳香族、アルコール、

アミン、カルボニル化合物、有機化合物の構

造決定（MS, NMR, IR, UV-vis）

面　　接 13:30 ～ 材料科学に関すること。

専　　攻 試験科目 時   間 出    題    範    囲

機械システム

工 学 専 攻

数　　学 11:00 ～ 12:30
微積分、線形代数、微分方程式、複素解析、

フーリエ解析

専門科目 13:30 ～ 15:30

(1) 材料力学

　応力とひずみ、引張と圧縮、熱応力、軸のね

じり、はりの曲げ、座屈、不静定問題、組合

せ応力、エネルギー法

(2) 機械力学

　１自由度系の自由・強制振動、振動の伝達と

絶縁、多自由度系の自由・強制振動

(3) 流体力学

　静止流体の力学、連続の式と運動方程式、ベ

ルヌーイの定理、運動量の法則、管路内の流

れ、物体周りの流れ

(4) 熱力学

　熱力学第１法則および第２法則、理想気体、

ガスサイクル、蒸気サイクル、冷

　凍・空調

面　　接 16:00 ～ 機械システム工学に関すること。
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専　　攻 試験科目 時   間 出    題    範    囲

電子システム

工 学 専 攻

数　　学 11:00 ～ 12:30
微積分、線形代数、微分方程式、複素解析、フー

リエ解析

専門科目 13:30 ～ 15:30

次の分野から各１問、合計６問出題し、その

うち３問を解答する

(1) 電磁気学

静電場、静磁場、電磁誘導、変位電流、マク

スウェルの方程式

(2) 電気回路

正弦波交流、回路方程式、三相交流、過渡応答、

２端子対回路、伝送線路

(3) 電子回路

増幅回路、発振回路、変復調回路

(4) 半導体・物性

半導体結晶と電気伝導、電子のエネルギー分

布、エネルギー帯とキャリアの運動、真性半

導体、不純物半導体、ｐｎ接合

(5) コンピュータハードウェア

論理回路・論理関数、組合せ回路、順序回路、

演算回路

(6) コンピュータソフトウェア

データ構造、アルゴリズム、ソフトウェア、

プログラミング 

面　　接 16:00 ～ 電子システム工学に関すること。
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出願に必要な書類 作　　　成　　　方　　　法

Ａ票 入 学 志 願 票 外国人留学生特別選抜欄に○印を記入すること。

学 業 成 績 証 明 書 出身大学（出身学校）所定のもの

卒業(修了)証明書または

卒業(修了)見込み証明書
出身大学(出身学校)所定のもの

T O E I C の 成 績 証 明 書

または

TO E F Lのスコアレポート

※出願時に上記書類の

コピーを提出し、試験当日に

原本を提出すること。

TOEIC を利用する場合は、令和５年（2023 年）4 月以降に受

験した、TOEIC 公開テストの公式認定証 *1（Official Score 

Certificate）またはデジタル公式認定証 *2（Digital Official 

Score Certificate）、もしくは TOEIC-IP テストの個人成績表 *1

（Score Report）のコピー。

TOEFL を利用する場合は、令和５年（2023 年）４月以降に受験し

た TOEFL iBT の公式スコアレポート *1（Official Score Reports）

のコピー。

これらは出願期間終了後に差し替えることはできません。

（*1:試験当日に原本を提出してください。原本は試験当日に返却します。）

（*2:試験当日の原本の持参は不要です。)

住 民 票 の 写 し
市区町村長が発行したもので、在留資格を明記したもの(原本

を提出すること。)

パスポートカラーコピー
パスポートの顔写真、氏名部分が含まれる頁をカラーコピーし

たもの。なお、試験当日は必ずパスポートを所持すること。

Ｃ票 住 所 票 合否の通知書等送付先の住所を記入すること。

Ｄ票 受 験 票 タテ４㎝、ヨコ３㎝の写真（正面上半身無帽、背景なし､
出願前３か月以内に撮影したもの）を写真貼付欄に貼付す
ること（受験票と写真票に張り付ける写真は同一であるこ
と。）Ｅ票 写 真 票

Ｆ票
入 学 検 定 料 振 込

確 認 票

所定欄に収納印を受けた「入学検定料振込金受領証明書」

を貼付すること。

Ｇ票 受験票返送用封筒
受験票返送先の住所、氏名、郵便番号を明記し、普通郵便

分の切手を貼付すること。

Ｈ票 出願書類提出用封筒
｢出願区分｣欄の｢３.外国人留学生特別選抜｣に○印を付け､

｢志望研究科専攻｣欄､｢志願者｣欄に必要事項を記入すること。

入学検定料　３０，０００円

・  入学検定料は本学所定の｢入学検定料振込依頼書｣により、令和７年６月23日(月)～７月４日

(金)の期間に、指定の金融機関に振り込んでください。

　なお、ＡＴＭ（現金自動預け払い機）は利用できません。

・  振り込み後、「入学検定料振込金受取書」および「入学検定料振込金受領証明書」を受け取

り、収納印があることを確認してください。なお、収納印を受けた「入学検定料振込金受領

証明書」は、入学検定料振込確認票の所定欄に貼付してください。

４．出願書類等

（注）Ａ票 , Ｃ票～Ｈ票および ｢ 入学検定料振込用紙等 ｣ の各書類は、本冊子に添付されています。

英語以外の外国語で書かれた書類については、日本語訳または英語訳を添付してください。
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５．出願手続

(1)	受付期間　令和７年６月 30 日 ( 月 ) ～７月４日 ( 金 )（必着）

　出願にあたっては出願書類提出用封筒［Ｈ票］を用い、郵送または直

接持参してください。

　なお、郵送の場合は必ず「書留速達」扱いとし、受付期間最終日必着

とします。また、持参による受付時間は午前９時から午前 11 時 30 分お

よび午後０時 30 分から午後５時までとします。

（2）	願書提出先　〒 522-8533	滋賀県彦根市八坂町２５００

滋賀県立大学　教務課入試室　℡ 0749-28-8217・8243

６．合格発表　　　令和７年８月 29 日 ( 金 )　午前９時

　大学のホームページ（https://www.usp.ac.jp）に合格者の受験番

号を掲示するとともに、合格者に合格通知書を送付します。（発表後 10

日以内に送付します。）

　なお、電話等による合否の問い合わせには応じません。

７．その他

　｢ 注意事項 ｣、｢ 問い合わせ先 ｣ 等については、｢ 一般選抜 ｣ の項 (12 頁 )

を参照してください。

　ただし、TOEIC の成績証明書の取扱いについては、「TOEIC の成績証

明書の原本を除く」を「TOEIC の成績証明書または TOEFL のスコアレポー

トの原本を除く」と読み替えます。
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Ⅲ　入学手続、初年度納付金

１．入学届の提出

　入学試験の合格通知書を受けた者は、所定の入学届を令和７年９月 26 日 ( 金 ) までに

提出してください。

 期間内に入学届を提出しなかった者については、入学を辞退したものとして取り扱

います。

２．入学手続

(1) 入学手続期間　令和８年２月 16 日 ( 月 ) ～２月 20 日 ( 金）（必着）

　入学手続に必要な書類は、２月上旬に改めて郵送しますので、住所

が変更になった場合は必ず教務課入試室まで連絡してください。入学

料は入学手続と同時に納付してください。

　　(2) 入学手続先

〒 522-8533　 滋賀県彦根市八坂町 2500

滋賀県立大学 教務課入試室　（℡ 0749-28-8217・8243）

　　(3) 入学手続上の注意事項

① 期間内に手続を完了しなかった者については、入学を辞退したものとして取り扱　

います。

② 一度受付をした入学手続書類および入学料は、理由のいかんを問わず返還しません。

３．初年度納付金

(1) 入学料　① 滋賀県内に住所を有する者　２８２, ０００円

② その他の者　　　　　　　　４２３, ０００円

※令和７年度の額であり、改定されることがあります。

( 注 )   滋賀県内に住所を有する者とは、次のいずれかに該当する者のこ

とであり、「住民票」の提出が必要です。

ア  入学の日の１年前（令和７年４月１日）から引き続き滋賀県

内に住所を有する者

イ  入学の日の１年前（令和７年４月１日）から引き続き滋賀県

内に配偶者または１親等の親族 ( 生計を一にする者に限る ) が

住所を有する者

(2) 授業料　① 年額 ５３５, ８００円

( 令和７年度の額であり、改定されることがあります。なお、在学中

に授業料が改定された場合には、改定後の授業料が適用されます。）

②  納付方法　前期 ( 納付期限５月 27 日 )、後期 ( 同 11 月 27 日 ) の２

回の分納です（口座振替日（または納入期限）が金融機関の休業日に

あたる場合は、その翌日が口座振替日（納入期限）となります）。　
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Ⅳ　工学研究科の概要、専攻、講義・担当教員

　21 世紀の工学は、自然との調和を考え、人々に豊かな暮らしをもたらさねばなりま

せん。また、近年発展が著しい精密機械、情報機器、新素材などの先端技術産業の分

野からは専門知識を有する人材が強く求められています。

　このため、本研究科においては、上記の先端技術分野の基礎となり、最近急速な進

歩を遂げている新しい材料の開発とものづくりのシステムに関する高度な専門知識や

技術を有する人材の育成を図るとともに、より高度な学術研究を推進するために、博

士前期課程には、材料科学専攻、機械システム工学専攻および電子システム工学専攻

の３専攻を設置しています。

１．材料科学専攻

(1) 専攻の目的

　本専攻においては、21 世紀の高度化した工業技術の進展に貢献でき、地球環境に調和

した先端材料の開発と研究を目指します。無機材料および有機材料の広範な材料に関す

る幅広い知識と開発能力を有し、高度に複合化した材料の研究を担える人材を養成しま

す。

(2) 専攻の構成

　材料科学専攻では、無機材料と有機材料の２部門を設け、互いに連携しながら材料科

学ならびにその関連研究分野について高度な知識の習得とその応用を図るための教育研

究を行います。各部門を構成する研究分野、担当教員および研究内容は表のとおりです。

部 門 名 研究分野名 教 員 名 研　　　究　　　内　　　容

無 機 材 料

金 属 材 料

教　授  仲村 龍介

准教授  阿部 聡子

　鉄鋼や金属材料の強度および機能性の発現

にはナノおよびミクロ組織の形成が鍵を握る。

組織形成を司る原子拡散の挙動を解明し、材

料設計の指針を得る研究を行っている。また、

化学的および物理的な反応場を利用して、金

属・半導体・酸化物の低次元材料（ナノ粒子

や薄膜）のナノ組織や形態を制御する新たな

手法を研究開発している。

セラミックス材料

教  授　松岡　　純

准教授　山田　明寛

　ガラスの力学物性やガラスとその融液の熱

物性・光物性・レオロジー特性などについて、

原子レベルでの機構と組成・構造依存性に注

目し、固体物理と無機化学を基に研究してい

る。研究では、強結合ランダム構造特有の性

質の解明と、ガラスの製造技術や信頼性向上

への貢献を目指している。
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無 機 材 料
エネルギー

環境材料

教　授　奥   健夫

准教授　秋山　 毅

講　師　鈴木 厚志

　光・量子情報・エネルギーをキーワードと

し、原子配列が調和した機能物質の設計・合成・

評価・応用を通じて、人類・自然環境・社会

に貢献することを目的としている。具体的に

は、太陽電池材料、量子情報材料、プラズモ

ンナノ材料、電子線結晶学などに関する研究

を行っている。

有 機 材 料

有機複合材料

教　授  徳満 勝久

准教授  竹下 宏樹

講　師  木田 拓充

　有機複合材料の基礎物性、特に、高分子の

構造と物性について研究しており、新しい機

能を有する材料（環境対応やエネルギー材料

含む）の創製を目指している。また、高分子

の複合化による物性改質技術や、高分子液晶・

高分子ゲルを含むナノサイズ・ナノ構造を有

する有機・無機ハイブリット材料に関する研

究を進めている。

高分子機能設計

教　授  金岡 鐘局

准教授  谷本 智史

講　師　伊田 翔平

　高分子が潜在的に有する機能を見出し、そ

の機能発現の原理を活用して、環境と調和す

る材料開発の実現を目指している。精密合成

に基づいた多分岐高分子や３次元網目や高次

構造の構築、天然高分子や無機物を素材とし

た複合材料の創製を行い、界面機能制御、分

子認識、物質分離などを可能とする機能性材

料に注目した研究を進めている。

有機環境材料

教　授　北村 千寿

講　師　竹原 宗範

　共役化合物の合成と光・電子機能の探索、

生体触媒による機能性環境適合材料の開発を

おこない、環境にやさしい新規有機物質の創

製とその性質解明を研究目的としている。有

機化学と生化学的側面から研究を進めている。

担 当 部 門 名 授 業 科 目 の 名 称 担 当 教 員 備　考

研 究 科 共 通

研 究 方 法 論
谷本　智史　准教授

奥村　　進　教  授

テクニカルコミュニケーション

栁澤　淳一　教  授

山田　明寛　准教授

呉　　志強　教  授

(3) 授業科目の概要
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研 究 科 共 通 総合工学セミナー

南川　久人　教  授

酒井　　道　教  授

奥　　健夫　教　授

専 攻 共 通 先 端 複 合 材 料 科 学 林　　晴彦　非常勤講師

無 機 材 料

非 晶 質 無 機 材 料 山田　明寛　准教授

構造・化学機能セラミックス 松岡　　純　教　授

材 料 プ ロ セ ス 熱 力 学 松岡　　純　教　授

電子・光機能セラミックス 山田　明寛　准教授

光 量 子 物 性 論 奥　　健夫　教　授

ナノ・ミクロ組織制御工学 仲村　龍介　教  授

機 能 界 面 化 学 秋山　  毅　准教授

先 端 無 機 材 料 科 学 片岡　理樹　非常勤講師

有 機 材 料

高 分 子 材 料 物 性 徳満  勝久　教　授

高 分 子 固 体 構 造 竹下　宏樹　准教授

天 然 高 分 子 材 料 谷本　智史　准教授

高 分 子 材 料 合 成 金岡　鐘局　教　授

環 境 機 能 材 料 北村　千寿　教　授

機 能 有 機 分 子 合 成 未定

酵 素 化 学 竹原　宗範　講　師

生 体 機 能 化 学 特 論 井上　善晴　非常勤講師

遺 伝 子 生 化 学 松岡　　健　非常勤講師

先 端 有 機 材 料 科 学 寺島　崇矢　非常勤講師

材料科学専攻

共通科目

材 料 科 学 特 別 実 験 全教員

材 料 科 学 特 別 演 習 全教員
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２．機械システム工学専攻

(1) 専攻の目的

　本専攻においては、単に機械の構成要素の技術開発や組み合わせを論ずるのではな

く、機械全体を一つのシステムとしてとらえ、機械工学と他の工学分野との融合を図

りながら、その構築に際して、機能、効率のみならず使用する人間をも考慮できる総

合力のある人材を養成します。

(2) 専攻の構成

　機械システム工学専攻では、機械システム工学部門を唯一設け、機械工学に立脚し

た高度な教育研究を目指します。部門を構成する研究分野、担当教員、研究内容は表

に示すとおりです。

部 門 名 研究分野名 教 員 名 研　　　究　　　内　　　容

機械システム

工学

エネルギーと動力
教　授　河﨑   澄

講　師　出島 一仁

　クリーンで高効率なエネルギー変換システ

ムを目指して、エンジン内の燃焼機構の解明

に加え、バイオディーゼル燃料などカーボン

ニュートラル燃料や次世代水素の利用に関す

る研究に加え、新しいエンジン燃焼法などの

研究を行っている。

流体工学
教　授　南川　久人

准教授　安田　孝宏

　物体周りや管路内に発達する流れについて，

実験とシミュレーションの両面から研究を行

っている。対象は混相流や流体騒音にも及ん

でおり、ファインバブルの利用技術や物体の

流体抵抗の低減などの実用的課題にも取組ん

でいる。

材料力学
教　授　田邉　裕貴

准教授　和泉　遊以

　各種機械要素の高機能化、信頼性向上を目

指して、セラミックスコーティングによる機

械材料の改質とその評価、使用中に予想され

る破壊のメカニズム、損傷評価法や寿命推定

法に関する研究を行っている。

機械ダイナミクス
教　授　呉　　志強

准教授　大浦　靖典

　機械が発生する振動や騒音、機械の運動、

生体の運動などを計測・解析・制御する技術

を基礎にして、人間の特性や人間との関わり

を考慮した機械の設計に関する研究を行って

いる。

メカトロニクス

教　授　片山　仁志

准教授  山野　光裕

講　師　西岡　靖貴

　機械工学、電子工学、制御工学、ソフトウェ

ア、高機能素材、空気圧アクチュエータなど

の技術を利用し、移動ロボット、ロボットハ

ンド、電動移動支援機器、福祉機器などに関

する研究を行っている。
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機械システム

工学
生産システム

教　授　奥村　　進

准教授　橋本　宣慶

　環境負荷の低減を目的にした人工物の設計、

人工物のライフサイクルの視点からの最適化、

人工物の状態監視・診断、パラメータのロバ

スト設計、工学的技能の伝承、人工現実感に

よる教育訓練など、生産および生産システム

に関連する研究を行っている。

担 当 部 門 名 授業科目の名称 担 当 教 員 備　考

研 究 科 共 通

研 究 方 法 論
奥村　　進 教  授

谷本　智史 准教授

テクニカルコミュニケーション

栁澤　淳一 教  授

山田　明寛 准教授

呉　　志強 教  授

総 合 工 学 セ ミ ナ ー

南川　久人　教  授

酒井　　道　教  授

奥　　健夫　教　授

機械システム工学

燃 焼 工 学 河﨑　　澄　教  授

混 相 流 工 学 南川　久人　教  授

応 用 流 体 力 学 安田　孝宏　准教授

強 度 設 計 工 学 田邉　裕貴　教  授

非 破 壊 評 価 特 論 和泉　遊以　准教授

機 械 運 動 論 呉　　志強　教　授

動 的 シ ス テ ム 論 大浦　靖典　准教授

非 線 形 制 御 論 片山　仁志　教　授

最 適 化 シ ス テ ム 論 片山　仁志　教　授

応用メカトロニクス論 山野　光裕　准教授

人 工 知 能 奥村　　進　教  授

ロ バ ス ト 設 計 論 奥村　　進　教  授

Ｎ Ｃ 工 作 機 械 橋本　宣慶　准教授

機械システム専攻

共通科目

機械システム工学特別実験 全教員

機械システム工学特別演習 全教員

(3) 授業科目の概要
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３．電子システム工学専攻

(1) 専攻の目的

　本専攻においては、電気・電子・情報システムの視点から、将来の最先端の科学技

術に創造的な役割を果たすことができるように、幅広い基礎知識を含む高度な専門知

識を習得するとともに、顕在化している多岐に渡る環境問題を解決し、持続可能な開

発につながる機能的電子システムが創成できる有為の人材を育成します。

(2) 専攻の構成

　電子システム工学専攻では、電子工学、電子応用、情報の３部門を設け、互いに連

携しながら電気・電子および情報システムに関連する分野について幅広い基礎知識を

含む高度な専門知識の習得とその応用を図るための教育研究を行います。各部門を構

成する研究分野、担当教員、研究内容は表に示すとおりです。

部 門 名 研究分野名 教 員 名 研　　　究　　　内　　　容

電子工学

電子回路

教　授  岸根 桂路

准教授  土谷　 亮

講　師  井上 敏之

　高性能集積回路の設計手法に関する研究、

集積化により高機能処理が実現可能となった

FPGA 等をベースとしたシステム制御の研究を

行っている。対象・応用分野は通信・ネット

ワーク、高信頼制御モジュール、超低消費電

力部品・機器などである。

デバイス工学

教　授　栁澤　淳一

准教授　一宮　正義

講  師　番　　貴彦

　半導体分野で培われてきた超微細加工技術

のさまざまな分野への応用を試み、微細化に

より初めて発現する新たな機能を持った各種

デバイスの研究・開発を行うと同時に、それ

らの特性の評価およびその手法について研究

を行っている。

電子応用

センシング工学 准教授  小林 成貴

　今日の社会に欠かせないセンシング技術に

ついて、磁気計測による非破壊検査の高性能

化、高機能化をめざしている。SQUID による

極微小欠陥検出とその可視化、定量評価シス

テムなどの研究開発を行っている。

パワーエレク

トロニクス
教　授　坂本　眞一

　環境汚染や地球温暖化等の地球環境問題や

化石燃料の枯渇等のエネルギー問題を解決す

るために、燃料電池、二次電池、排熱利用発電、

太陽エネルギー利用発電などの地球環境に優

しい電気エネルギーの発生・変換・貯蔵技術

の研究に取り組んでいる。
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部 門 名 研究分野名 教 員 名 研　　　究　　　内　　　容

情　　報

ネットワーク

情報工学

教　授  酒井 　道

准教授  宮城 茂幸

　ネットワーク社会における情報の発信・取

得法およびディジタル情報解析の研究を行っ

ている。メタマテリアルによるマイクロ波・

光素子材料開発といったハード面と、各種セ

ンサによる人体・物体の検知と行動情報解析

等のソフト面の両面において取り組んでいる。

知能情報工学 准教授  服部 　峻

　知的なコンピュータ、ならびに人間がコン

ピュータを知的に使う支援に関わる人工知能

分野の研究を幅広く進めている。データマイ

ニング、情報可視化、スキル獲得支援、コミ

ュニケーション支援、画像処理、複合現実感

などに関する研究に取り組んでいる。

担 当 部 門 名 授業科目の名称 担 当 教 員 備　考

研 究 科 共 通

研 究 方 法 論
奥村　　進 教　授

谷本　智史 准教授

テクニカルコミュニケーション

栁澤　淳一 教　授

山田　明寛 准教授

呉　  志強 教　授

総 合 工 学 セ ミ ナ ー

南川　久人　教  授

酒井　　道　教  授

奥　　健夫　教　授

電子工学

集 積 シ ス テ ム 設 計 論 岸根　桂路　教　授

無 線 シ ス テ ム 工 学 土谷　　亮　准教授

荷 電 粒 子 ビ ー ム 工 学 栁澤　淳一　教　授

光 物 性 特 論 一宮　正義　准教授

ナノテクノロジー特論 栁澤　淳一　教　授、　一宮　正義　准教授

電子応用

超 伝 導 デ バ イ ス 未定

ナ ノ 計 測 工 学 小林　成貴　准教授

音 響 工 学 坂本　眞一　教　授

(3) 授業科目の概要
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情　報

複雑ネットワーク概論 酒井　　道　教　授

確 率 過 程 論 宮城　茂幸　准教授

ヒューマンコンピュータインタラクション 未定

マルチメディア情報処理論 服部　　峻　准教授

電子システム工学

共通科目

電子システム工学特別実験 全教員

電子システム工学特別演習 全教員
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